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【 越流堤上流 】

　≪仮設工≫

　　　単管足場

　≪越流堤工≫

　　　土工一式

　　　L型止水板

　　　鉄筋工

　　　型枠工

　　　躯体工

【 越流堤下流 】

　≪仮設工≫

　　残置型枠撤去足場

　　残置型枠撤去

　　足場工

　≪越流堤工≫

　　　土工一式

　　　L型止水板

　　　鉄筋工

【 構造物土工 】

　　上部盛土工

境川金森調節池工事に伴う越流堤工事その2

6月

塩川興業 河野建設 誠和ダイア 嘉孝建設 元栄組 ヒロセ 秋森鉄筋
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パットウォール設置

金山橋

航空写真(平面図)

←均しコン打設

↓L型止水板設置



断面図(現在)

パットウォール設置※2

仮締切鋼矢板

均しコン打設・L型止水板設置※1

～※1 L型止水板とは ～

建設中の建物に大雨などで増水し冠水した場合に水が建物に入らないよう防ぐための

L字に曲がった板。

土のうでの止水よりも比較的簡単であり、繰り返し利用可能なことから一般家庭でも

普及し始めていたりもする。

なお今回当現場で使用するものは、壁にアンカーボルトで取り付けるタイプのL字に

曲がったゴム製のものです。

こんな感じのやつです

これの上のほうをボルトで壁に止めます

金森調節池

（他工事）

洪水時に想定する水面の高さ

境川

断面図(完成イメージ)

金森調節池

（他工事）

土

埋め戻し

（順次完了）

～※2 パットウォールとは ～

コンクリートを打設する際に流れ出ない様に型を木や合金で組んで打設するのですが

斜面に打設する際に流れ出ない様に前面に張ってしまうと均すことが出来ず、       

綺麗な面で打設することが出来ません。

そこでパットウォールという表面に凹凸で模様が化粧されたコンクリの板を置いて、

打設したい斜面とパットウォールの間にコンクリを流すことによって綺麗に斜面に

打設することが出来ます。

境川

パットウォール(PW)を斜面と並行に置くと

隙間ができます

（分かりやすく赤色にしています）

そして隙間にコンクリを流すと

パットウォール(PW)とくっつき

斜面に綺麗な斜めのものが建ちます

土
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